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Ⅰ．緒　言

　産業医とは職場における労働者の健康管理を行
う医師であり，労働安全衛生法により常時50人以
上の労働者を使用する事業場において選任が義務
付けられている。全国の国立大学も平成16年４月
の法人化後，産業医の選任が必要となり，保健管
理センターに所属する医師が大学の産業医を兼務
することが多くなっている。
　産業医の職務は労働安全衛生規則で定められ，
その概要は健康診断，面接指導等，作業環境・作
業管理関連，健康教育，健康相談その他の措置，
調査などとされ，平成18年の労働安全衛生法改正
により，健康診断結果に基づく労働者の就業措置
について事業者への勧告を行うことや，過重労働
者の面接など，職務範囲・権限の拡大も行われて
きた。このように産業医活動が活発となり，その
役割の重要性が認識されてきている。産業医とし
て活動するうえで，過去のトラブル事例を検討す
ることは，同じ問題の再発防止だけでなく，類似
事象の効果的な課題解決の糸口にもなり，とても
重要なことである。そこで，今回，産業医が直接

被告となった訴訟事例を検索し，その判決文を，
産業医の立場から検討したので，報告する。

Ⅱ．方　法

　判例のデータベースとして，第一法規法情報総
合データベースおよび裁判所ホームページ判例検
索 a）を用いた。検索用語として「産業医」を用い，
産業医が直接被告となっている訴訟事例を検索し
た。その判決文を産業医の立場から検討した。

Ⅲ．結　果

　該当する事例は３つあった。以下にその概略を
示す。なお、事例１，３については、裁判所ホー
ムページ上に掲載されているもので，控訴等につ
いての情報はない。

【事例1】健康診断で同意なくHIV 抗体検査を行
い，それが解雇につながった事例（千葉地裁平成
12年６月12日判決）a）

【原告】Ａ（日本での在留資格を有し，日本国内
に在住する日系ブラジル人）
【被告】Ｂ化学工業株式会社（以下，Ｂ社）およ
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びＣが経営するＤ病院
【経過】Ｂ社では平成６年以前から，職員定期健
康診断において，その年に新たに雇用したブラジ
ル人従業員に限って，本人に知らせず，その同意
を得ることもなく，Ｄ病院に依頼して，HIV 抗
体検査を行っていた。
　Ａは，平成９年，Ｂ社と雇用契約を結んだ。平
成９年の定期健康診断においても，Ｂ社はＡに秘
したまま，HIV 抗体検査をＤ病院に依頼した。
Ｄ病院で採血を行ったが，Ｄ病院でも原告の意思
を確認することなく，HIV 抗体検査をＥ研究所
に依頼し，その結果票をＢ社に交付した。
　Ｂ社のＦは，その結果票を開披して，Ａの検査
結果が陽性であることを知った。ＦはＡを事務所
に呼び出して，検査結果票を示したうえ，Ａが
HIV感染の事実を知っていたのか尋ね，Ａが知っ
ていた旨答えると，なぜ最初から言わなかったの
かと責め，ブラジルに帰ったらどうかと勧めた。
　Ａはその後，しばらくＢ社に勤務したが，再度，
Ｆに呼ばれ，今年は仕事があるが来年は不景気で
仕事がないので辞めて欲しい，辞めてもらうのは
Ａだけではない旨告げられた。その後，原告はＢ
社に出勤しなかったが，Ｂ社からは出勤を促した
り，欠勤理由の確認など何の連絡もなかった。
　Ａは，Ｂ社およびＤ病院を経営するＣに対し，
同意なくHIV抗体検査が行われたことについて，
Ａの情報プライバシー権を侵害するものとして慰
謝料等を求め，提訴した。
【裁判所の判断】Ａの請求を認容（Ｂ社に対し約510
万円およびＣに対し約150万円の支払いを命じる）。
　Ｂ社の責任については，Ａのプライバシーを不
当に侵害するものであるとともに，解雇も正当な
理由を欠くものである。また，Ｃの責任について
は，Ａに HIV 抗体検査を行うことを知らせず，
その意思を確認しないまで検査を行い，しかも本
人以外の第三者たるＢ社に検査結果を交付したこ
とは，医療機関として配慮を欠いた行為である。

【事例２】会社の会議中に脳出血を生じたことに
ついて，産業医の対応に問題はなかったと判断さ
れた事例（札幌地裁平成16年３月26日判決）1）

【原告】Ａ（Ｂ社（機械器具装置の設計，製作，
請負を主たる業務とする）の元従業員，50歳台，
男性）
【被告】Ｂ社およびＣ（医師，診療所理事長でＢ
社の産業医）
【経過】Ａは技術営業部の課長で，営業や現場で
の業務を行っていた。Ａの業務状況であるが，平
成４年６月には，打ち合わせ等のため，合計17日
間出張した。出張以外の勤務は７日で，休日勤務
はなかった。
　７月は，合計15日間出張した。出張以外の勤務
は10日で，休日勤務はなかった。
　８月は，合計24日出張した。出張以外の勤務は
３日で，休日勤務は休日８日のうち４日であった。
　９月は，出張日数は22日であった。出張以外の
勤務は７日で，休日勤務は休日７日のうち６日で
あった。
　10月の合計出張日数は17日，出張以外の勤務は
９日で，休日勤務は休日６日のうち１日であった。
　11月の合計出張日数は７日，出張以外の勤務は
17日で，休日勤務は休日８日のうち２日であった。
　Ａは12月５日のＢ社の幹部会議の席上，左脳出
血のため倒れ，病院に搬送された。治療を受けた
が，右上下肢機能の全廃および体幹機能障害（障
害等級１級）の後遺症を残した。
　Ａの平成２年３月の定期健康診断では，医師の
注意として，「太り過ぎです。体重減少に努めて
下さい。血圧値については時々チェックして下さ
い。心電図については経過観察が必要です」と記
載された。Ａは，５月，Ｃの診察を受けた。その
際の血圧は180/110であり，本態性高血圧症，冠
動脈硬化症と診断され，降圧薬の内服を開始し
た。その後，血圧は148/86，162/90等であった。
６月を最後に，Ｃの診察を受けなかった。
　平成４年６月の定期健康診断では，医師の注意
として「＜要治療＞血圧，＜要観察＞左房肥大，
左室肥大」と記載された。
　Ａは，Ｂ社に対し安全配慮義務の履行を怠った，
Ｃに対し産業医としての労働安全指導契約上の義
務を怠ったとして損害賠償を求め，提訴した。
【裁判所の判断】Ａの請求を棄却。
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　Ｂ社の責任に関しては，Ａは過重業務であった
と認めることはできず，Ａの脳出血の発症と業務
との因果関係は認められない。また，Ｃの責任に
関しては，降圧薬を投与するなど適切な処置がな
されている。

【事例３】産業医の面談時の言動により，精神疾
患の病状の悪化を来した事例（大阪地裁平成23年
10月25日判決）a）

【原告】Ａ（男性）
【被告】Ｂ（財団法人Ｃの産業医）
【経過】Ａは，昭和62年から財団法人Ｃに勤務し
ていたが，自律神経失調症により，平成20年６月
から休職していた。休職中は２週間に１回，Ｄ心
療内科に通院し，自宅療養していた。10月からは
状態は安定し，平成21年１月をめどに職場復帰を
目指す程度になっていた。平成20年11月に，上司
であるＥ係長から，産業医による面談を打診され，
これに応じた。産業医のＢには，Ａが自律神経失
調症で休職中である旨の説明がなされた。
　面談時，産業医のＢはＡを見た印象で，状態は
悪くなく，もう一歩で職場復帰ができると感じた
ため，可能な部分から前向きな生活をするよう励
ませばよいと考えて，「それは病気やない，それ
は甘えなんや」，「薬を飲まずに頑張れ」，「こんな
状態が続いとったら生きとってもおもんないやろ
が」などと力を込めて言った。また，Ａが，いつ
急に不安になるか自分でも予測がつかず，妻や知
り合いと話をしていても不安になることがあると
言うのに対して，Ｂは，Ｅ係長に，事実確認をし
なければならない旨を告げた。Ａは面談途中から，
嗚咽が漏れないようにハンカチを噛み，下を向い
て体を震わせながら涙を流していた。面談は１時
間弱で終了した。
　Ａは，12月にＤ心療内科で診察を受けた。診察
では，産業医との面談で病状が悪化し，抗不安薬
を服用することが増えた旨を訴えた。その後，従
来は改善傾向にあった病状が，産業医との面談後，
明らかに悪化しているとして，平成21年１月31日
まで自宅療養が必要である旨の診断を受けた。そ
の後も，２週間に１回通院を続け，３月に，４月

から就業可能との診断を受けた。
　Ａは，Ｂに対し，自律神経失調症に罹患してい
るＡに対する言動は明らかに不適切であるとし
て，損害賠償等を求め，提訴した。
【裁判所の判断】Ａの請求を認容（Ｂに対し約60
万円の支払いを命じる）。
　Bは，安易な激励や，圧迫的な言動，患者を突
き放して自助努力を促すような言動は，患者の病
状を悪化させる危険性が高いことを知り，そのよ
うな言動を避けるべきであった。また，面談によ
り病状が悪化し，自宅療養期間が延び，実際の復
職時期がずれ込んだ。

Ⅳ．考　察

　産業医の業務は，本来，事業者が労働安全衛生
法上の責任を遵守できるよう専門的な立場から支
援することであり，民事上の責任については無関
係といえた。事実，産業医が直接被告となるよう
な訴訟事例は，平成11年以前には，判例データベー
ス上認められない。しかし，産業医の果たすべき
役割が増大するとともに，産業医に対する期待も
大きくなり，今回紹介した事例のように，直接，
民事訴訟の被告となる事例も認められるように
なってきた。産業医は医療のことだけを考えてい
ればよいという時代は終わり，法律的知識も必要
となってきたと言えよう。
　さて，１例目は，健康診断に伴うプライバシー
の関係した事例である。平成17年に個人情報法保
護法が施行されるなど，労働環境の中でもプライ
バシーに対する配慮がかなりなされるようになっ
てきている。この事例は，平成９年にHIV 抗体
検査がなされた事例である。平成7年に労働省（現
厚生労働省）から「職場におけるエイズ問題に関
するガイドライン」b）が出され，事業者は労働者
に対してHIV 抗体検査を行ってはならないこと
が明記されていることや，平成９年当時は，すで
に HIV やエイズに関する社会的関心も高まり，
その無断検査の不当性について社会的認識も広
まっていたこと等から，Ｂ社の責任が認められて
いる。
　訴訟において，Ｃ側は，Ｂ社に対し，本人の同
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意を明確に得るよう申し入れていたことから，B
社においてHIV 抗体検査に関する原告の同意を
得ているものと誤解していたために，あらためて
原告の意思を確認せずに検査を行い，Ｂ社に検査
結果を交付したと主張していた。しかし，この点
に関して，裁判所は，原告にHIV 抗体検査を行
うことを知らせず，その意思を確認しないまで検
査を行い，しかも本人以外の第三者たるＢ社に検
査結果を交付したことは，医療機関として配慮を
欠いた行為であると述べている。医療機関は，そ
の職務上知りえた受診者の医療情報に関して，秘
密を保持し，受診者のプライバシーを保護すべき
立場にあり，特にHIV 抗体検査に関しては，検
査自体に本人の同意があったとしても，その結果
によっては本人に不安を抱かせ，精神的な混乱を
生じさせるおそれのあることから，検査前および
結果通知時に，受診者がエイズや検査結果の意味
について正しい理解を深められるように十分な説
明を行い，必要に応じて受診者の悩みや不安をよ
く聞いて理解し，適切なカウンセリングを行うな
どの特別な配慮が望まれていると指摘されている。
　さて，産業医が取り扱う個人情報の多くは，健
康診断にかかわるものであろう。健康診断には法
定項目と法定外項目があるが，法定外項目につい
ては，本人の同意なく産業医がその結果を事業者
に報告することは，事例１のように，原則として
労働者のプライバシー権と対立する行為である。
事業者に報告するためには，事前に労働者に個別
に説明を行ったうえで，同意を得ることが必要で
ある。一方，産業医が説明を尽くしたのにもかか
わらず，労働者が自らの判断で事業者への報告を
拒否し，そしてその労働者に対する事業主の健康
配慮義務違反等が問われた場合には，労働者の自
己責任として，産業医や事業者の責任は問われな
いものと思われる。法定項目に関しては，その項
目は労働安全衛生法により事業主に帰属するとさ
れている。したがって，法定項目に関しては，労
働者の同意がなくても，産業医はその結果を事業
主に報告しなければならないことになる2）。
　次に事例２は，過重労働および健康診断が関係
したものである。判決では，まず，過重労働か否

かが検討されている。所定外労働時間は６月が24
時間，７月27時間，８月59時間，９月120.5時間，
５時間，10月44時間，11月40時間と認定されてい
る。原告は出張が多いものの，出張先はおおむね
３カ所で，１カ所の現場に長期に滞在することが
多く，常に新規の業者と接するような状況ではな
かったことから，過重業務があったとはいえない
と判断されている。
　一方，産業医であったＣの責任に関しては，原
告に対して，降圧薬を処方し，また，パンフレッ
トを交付して説明し，その後，血圧は抑えられつ
つあったことから，対応が不適切だったとはいえ
ないと判断されている。また，原告は，平成４年
６月以降受診しなくなっていたが，降圧薬を継続
する必要性はあったものの緊急に診察を要する状
態であったとはいえないことから，受診の督促を
しなかったとしても，医師としての注意義務を
怠ったとはいえないと判断されている。このこと
は，医療の現状に即した妥当な判断と思われる。
　労働安全衛生法では，事業者は，健康診断の結
果，異常所見が認められた労働者に関しては，医
師（あるいは歯科医師）の意見を聴取したうえで，
必要があると認められる時は，就業場所の変更，
作業の転換，労働時間の短縮等の措置を講じなけ
ればならないとされている（66条の４，５）。健康
診断後のこうした措置は事業者が負う健康配慮義
務の重要な内容をなすものである。したがって，
健康診断の実施後，医師の意見を聴取しない，ま
たは，聴取したものの，医師の意見への対応を速
やかに講じなかった場合，事業者は健康配慮義務
違反の責任を問われる可能性が出てくる。健康診
断後，再検査等の勧奨が行われることも多いが，
こうした勧奨を事業者が行ったにもかかわらず，
労働者が応じない場合は，事業者側としては，
すでに判明している健康診断の結果からただち
に就業制限等が必要であると判断されるもので
ないかぎり，特段の事後措置を講じなくても健
康配慮義務違反の責任を問われることはないと
されている2）。
　最後に３例目は，メンタルヘルスに関係した事
例である。産業医との面接により，病状が悪化し
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たことが問題とされたものである。この事例の
産業医の専門がなにかは不明であるが，判決に
は「産業医になるための学科研修・実習にも，
独立の科目としてメンタルヘルスが掲げられて
いることに照らせば，産業医には，メンタルヘ
ルスにつき一通りの医学的知識を有することが
合理的に期待される」と述べられている。面談
相手の病状の概略を把握し，当然のことながら，
面談においてその病状を悪化させるような言動
は差し控えるべきである。
　産業医ではないが，入院主治医の発言がハラス
メントに当たるとして提訴された事例もある3）。
糖尿病で足趾切断が必要となった患者に対し，主
治医が「身体髪膚父母にこれを授（受）く」などと
話したことにより，患者が気分を害したこと等か
ら提訴に至ったものである。判決では，その発言
は配慮を欠いた不適切なものではあるが，患者と
しての受忍限度を超える違法なものとまではいえ
ないとして，医師の責任は否定されている。
　先にも述べたように，近年，産業医活動の重要
性が高まっている。というのも，メンタルヘルス
や生活習慣病の問題をはじめとして，職場での健
康管理が効果をもたらし得る場面が増えてきてい
るからである4）－8）。問題対応のために，人事労務
管理においても，産業医が一定の役割を担う場面
が増えてきている。そして，大規模事業場のみな
らず，中小規模事業場においても，積極的に産業
保健活動を行っていく方向となっており，今後ま
すます，産業医活動は質，量とも充実していくも
のと思われる。そのように，産業医活動が活発に
なるに伴い，今回紹介したような，産業医が直接
被告となるような訴訟事例が認められるように
なってきている。直接被告にならないまでも，産
業医が関係した事例も増えてきている9）－11）。役割
が大きくなる分，労働者等からの期待も大きくな
るということであろう。言うまでもないことであ
るが，産業医は，トラブルを回避するためにどう
するかという消極的姿勢ではなく，質の高い産業
医活動を行い，職員に感謝されることを目指すと
いう積極的姿勢をとることが大切である。

Ⅴ．結　論

　産業医が直接被告となった訴訟事例を収集し，
産業医の立場から検討を行った。産業医活動の普
及とともに，トラブル事例が増えることが予想さ
れる。質の高い産業医活動を行っていくことが，
何よりも重要であり，最大のリスクマネジメント
である。
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